
防
災
組
織
と
の
連
携
に
も
言

及
し
て
い
た
が
、
そ
の
組
織

状
況
は
。
ま
た
、
組
織
す
る

に
あ
た
っ
て
の
課
題
・
対
応

策
は
。

③
　
自
主
防
災
組
織
（
ま
た

は
地
域
自
治
組
織
）
と
、
地

域
担
当
職
員
制
度
の
連
携
の

可
能
性
は
。

Ａ
現
在
物
部
町
で
実
施

し
て
い
る
地
域
担
当
職
員

制
度
に
つ
い
て
は
、
職
員

減
に
よ
り
班
編
成
の
困
難

Ｑ
地
域
担
当
職
員
制
度

は
、
職
員
が
地
域
に
出
向
き

住
民
と
対
話
す
る
中
で
、
地

域
が
抱
え
て
い
る
悩
み
や
願

い
を
共
有
し
、
住
民
の
不
安

を
和
ら
げ
る
事
を
目
的
と
し

て
創
設
し
た
制
度
で
あ
る
。

こ
の
制
度
の
現
状
と
今
後
に

つ
い
て
問
う
。

①
　
山
間
地
域
の
安
全
・
安

心
な
暮
ら
し
の
た
め
に
、
こ

の
制
度
は
合
併
後
も
物
部
町

で
引
き
継
が
れ
、
一
年
が
経

過
し
た
が
、
そ
の
動
き
が
見

え
な
い
。

昨
年
の
議
会
で
は
、
山
間

地
域
の
実
情
を
よ
く
理
解
し

た
答
弁
で
あ
っ
た
が
、
あ
の

時
の
思
い
と
現
在
の
思
い
に

変
化
が
生
じ
て
い
る
の
か
。

ま
た
現
在
の
取
り
組
み
状
況

は
。

②
　
昨
年
の
答
弁
で
、
自
主

Ｑ
①
　
昨
年
十
一
月
、

西
本
町
二
丁
目
の
高
知
銀

行
か
ら
、
南
の
国
道
へ
の

市
道
で
、
下
水
か
ら
大
量

の
蚊
が
発
生
、
更
に
悪
臭

に
悩
ま
さ
れ
た
。
地
域
住

民
に
と
っ
て
は
環
境
・
衛

生
面
に
お
い
て
も
重
要
な

山
崎
晃
子
議
員

Ｑ
障
害
者
自
立
支
援
法

に
よ
る
負
担
軽
減
策
の
申

請
手
続
き
に
つ
い
て
問
う
。

①
　
申
請
手
続
き
等
に
関

し
、
住
民
は
職
員
の
よ
う

に
制
度
や
手
続
き
方
法
等

を
熟
知
し
て
い
る
訳
で
は

な
い
。
高
齢
者
や
障
害
の

あ
る
方
は
尚
更
で
あ
る
。

住
民
の
立
場
に
立
ち
、

書
類
の
文
字
を
大
き
く
す

る
な
ど
の
工
夫
を
し
て
、

で
き
る
だ
け
分
か
り
や
す

く
し
、
簡
単
な
手
続
き
に

す
る
事
が
求
め
ら
れ
る
。

見
直
し
を
す
る
べ
き
で
は
。

法
光
院
福
祉
事
務
所
長

Ａ
障
害
者
自
立
支
援
制

度
は
複
雑
な
上
に
、
多
く

の
資
料
な
ど
を
本
人
や
家

族
に
求
め
る
こ
と
か
ら
、

負
担
を
掛
け
て
い
る
。
行

政
事
務
の
立
場
か
ら
も
改

善
は
必
要
と
感
じ
て
い
る
。

市
と
し
て
は
、
現
行
サ

ー
ビ
ス
の
維
持
継
続
に
注

意
を
払
う
と
と
も
に
、
施

設
関
係
者
な
ど
の
協
力
も

得
て
障
害
者
の
負
担
軽
減

に
最
大
限
努
め
て
き
た
が
、

改
善
に
関
す
る
提
案
に
つ

い
て
は
、
今
後
も
耳
を
傾

け
る
。
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性
は
あ
る
が
制
度
の
重
要

性
を
考
え
、
よ
り
効
果
の

上
が
る
方
法
も
検
討
し
な

が
ら
今
後
も
取
り
組
ん
で

行
く
。

自
主
防
災
組
織
は
土
佐

山
田
地
区
で
五
十
二
が
組

織
さ
れ
て
い
る
。
香
北
、

物
部
地
区
は
組
織
化
さ
れ

て
い
な
い
の
で
今
後
も
組

織
化
に
向
け
て
努
力
し
て

い
く
。
特
に
物
部
地
区
に

お
い
て
は
、
厳
し
い
山
間

部
の
状
況
と
高
齢
化
等
を

考
え
た
場
合
、
災
害
時
に

早
期
の
的
確
な
情
報
把
握

の
た
め
に
も
、
ま
た
地
域

の
安
心
と
安
全
確
保
の
た

め
に
も
地
域
担
当
職
員
と

の
連
携
は
重
要
で
あ
る
。
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地
域
担
当
職
員
制
度
の
充
実
を
！

山
崎
晃
子
議
員

織
田
秀
幸
議
員

自

立

支

援

法

、

も

っ

と

わ

か

り

や

す

く

！

未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
、

き

れ

い

な

川

を

！

山間の集落



一
日
時
点
の
所
有
者
に
、

年
額
を
一
括
課
税
し
て
い

る
。
普
通
車
以
上
は
県
税

で
指
定
金
融
機
関
や
郵
便

み
が
で
き
て
い
な
い
保
育

園
が
あ
る
。

先
生
の
言
葉
遣
い
や
児

童
へ
の
呼
び
捨
て
、
歯
磨

き
習
慣
等
に
つ
い
て
園
長

会
で
ど
の
よ
う
に
議
論
し

改
善
し
た
か
を
聞
く
。

保
護
者
の
ニ
ー
ズ
調
査

結
果
や
保
護
者
連
合
会
主

催
の
行
政
懇
談
会
で
の
意

見
や
要
望
は
、
現
場
へ
ど

の
よ
う
に
伝
え
改
善
す
る

の
か
。

本
市
の
就
学
前
教
育
の

充
実
が
必
要
と
考
え
る
。

教
育
長
の
見
解
を
問
う
。

問
題
と
捉
え
る
が
、
今
後

の
対
策
を
問
う
。
②
　
物

部
川
を
は
じ
め
、
多
く
の

河
川
で
の
汚
れ
が
懸
念
さ

れ
る
。
ホ
タ
ル
の
飛
び
交

う
き
れ
い
な
川
を
取
り
戻

す
た
め
に
も
、
生
活
雑
排

水
の
垂
れ
流
し
を
防
止
す

る
た
め
に
は
、
市
民
の
協

力
は
不
可
欠
だ
。
公
共
下

水
道
や
浄
化
槽
の
設
置
に

向
け
、
行
政
指
導
の
取
り

組
み
と
今
後
の
計
画
を
問

う
。

久
保
下
水
道
課
長

Ａ
①
　
横
堀
川
、
宝
町

緑
地
の
地
下
を
暗
渠
排
水

し
て
い
る
。
排
水
路
の
水

量
が
少
な
い
時
に
、
雨
水

や
汚
泥
等
が
溜
ま
り
上
部

の
市
道
側
溝
の
排
水
口
よ

り
悪
臭
や
蚊
が
発
生
し
、

周
囲
に
住
い
す
る
方
々
に

不
快
な
思
い
や
迷
惑
を
か

け
た
。

今
後
の
対
策
は
、
堆
積

汚
泥
や
土
砂
等
の
取
り
除

き
や
付
着
物
の
洗
浄
、
適

時
に
蚊
等
発
生
防
止
の
殺

虫
消
毒
を
行
い
そ
の
防
止

を
図
り
た
い
。

②
　
公
共
用
水
域
の
汚
濁
の

大
部
分
は
、
生
活
雑
排
水
に

よ
る
も
の
で
そ
の
対
策
は
急

局
で
納
付
が
で
き
る
が
、

軽
自
動
車
は
郵
便
局
納
付

が
で
き
な
い
。
今
後
軽
自

動
車
の
需
要
は
増
加
傾
向

に
あ
る
。
個
々
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
も
多
様
化
し
て

い
る
た
め
、
市
民
の
利
便

性
向
上
に
鑑
み
、
郵
便
局

や
コ
ン
ビ
ニ
で
の
納
付
に

取
り
組
む
考
え
は
な
い
か

問
う
。

高
橋
税
務
課
長

Ａ
郵
便
局
と
民
間
金
融

機
関
と
取
扱
い
が
異
な
る

た
め
、
郵
便
局
用
と
民
間

金
融
機
関
用
の
二
通
り
の

納
付
書
を
送
る
必
要
が
あ

り
、
二
重
納
付
の
ト
ラ
ブ

ル
が
懸
念
さ
れ
る
。
実
施

は
当
面
考
え
て
い
な
い
が
、

郵
便
局
で
も
口
座
振
替
納

付
は
で
き
る
の
で
、
活
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

コ
ン
ビ
ニ
で
の
納
付
に

つ
い
て
は
、
先
進
地
の
例

に
よ
る
と
、
納
付
書
の
バ

ー
コ
ー
ド
仕
様
へ
の
変
更

に
伴
う
、
シ
ス
テ
ム
改
修

費
、
基
本
料
と
し
て
月
額

約
一
万
五
千
円
、
収
納
手

数
料
一
件
約
六
十
円
が
必

要
と
な
る
。
財
政
面
か
ら

当
面
実
施
す
る
考
え
は
な

い
。

織
田
秀
幸
議
員

Ｑ
市
税
で
あ
る
軽
自
動

車
税
は
賦
課
期
日
の
四
月

Ｑ
合
併
当
初
、
三
町
村

の
保
育
に
違
い
が
あ
り
、

お
互
い
の
良
い
点
を
取
り

入
れ
改
善
す
る
と
の
事
で

あ
っ
た
。

学
校
生
活
に
繋
ぐ
た
め

に
も
、
発
達
段
階
に
応
じ

た
運
動
や
保
育
が
必
要
。

し
か
し
、
そ
の
取
り
組

啓
蒙
普
及
を
し
て
い
き
た

い
。今

後
の
計
画
は
、
今
年

度
よ
り
逆
川
地
区
農
業
集

落
排
水
事
業
を
新
規
実
施

す
る
他
、
土
佐
山
田
処
理

区
で
市
街
化
調
整
区
域
へ

順
次
、
認
可
区
域
拡
大
を

行
い
、
更
に
下
水
道
事
業

の
普
及
推
進
に
努
め
、
他

の
地
域
は
当
面
の
と
こ
ろ

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補

助
事
業
を
推
進
し
て
い
く
。

務
で
あ
る
。
現
在
、
市
民
の

理
解
や
協
力
の
も
と
市
街
地

を
中
心
に
土
佐
山
田
処
理
区

と
美
良
布
処
理
区
で
公
共
下

水
道
事
業
を
実
施
中
で
、
下

水
道
認
可
区
域
外
は
合
併
浄

化
槽
設
置
の
補
助
を
行
い
、

そ
の
対
策
に
努
め
て
い
る
。

今
後
に
つ
い
て
は
、
更
に

排
水
環
境
に
関
す
る
理
解
促

進
に
努
め
る
と
共
に
、
費
用

負
担
等
の
細
や
か
な
情
報
提

供
な
ど
市
民
要
望
に
即
し
た
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依
光
美
代
子
議
員

就
学
前
教
育
の
充
実
を

清流　楮佐古川

市

民

の

利

便

性

向

上

の

た

め

に



依
光
美
代
子
議
員

Ｑ
四
月
の
高
知
県
議
会

選
挙
よ
り
開
票
開
始
時
刻

が
午
後
八
時
と
な
る
。

選
挙
は
正
確
性
の
確
保

が
第
一
だ
が
、
開
票
の
迅

速
化
の
見
直
し
も
必
要
で

あ
る
。

開
票
の
迅
速
化
に
着
手

し
た
相
馬
市
や
小
諸
市
な

ど
で
は
、
大
幅
な
時
間
短

縮
や
人
件
費
の
削
減
、
職

員
の
意
識
改
革
な
ど
多
く

の
効
果
が
あ
っ
た
。

本
市
も
「
開
票
事
務
改

善
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
を

取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
。

鍵
山
総
務
課
長

Ａ
開
票
事
務
改
革
に
つ

い
て
、
相
馬
市
と
同
じ
く

改
革
・
改
善
を
行
っ
た
長

野
県
小
諸
市
か
ら
資
料
を

取
り
寄
せ
検
討
し
て
い

る
。
準
備
の
関
係
で
全
て

に
つ
い
て
は
導
入
で
き
な

い
が
、
四
月
の
高
知
県
議

会
議
員
選
挙
よ
り
一
部
導

入
し
、
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。「
早
稲
田
大
学
の

開
票
事
務
改
善
の
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
」
に
つ
い
て
は
、

高
知
市
選
挙
管
理
委
員
会

よ
り
資
料
を
入
手
し
て
お

り
、
参
考
に
し
た
い
。
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
に
よ
る
と
特

別
な
改
革
を
す
る
こ
と
で

は
な
く
、
小
さ
な
改
善
の

積
み
重
ね
が
結
果
と
し
て

大
き
な
時
間
短
縮
に
な
る

よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
四

月
の
高
知
県
議
会
議
員
選

挙
は
開
票
開
始
時
刻
を
午

後
八
時
に
変
更
し
た
こ
と

に
よ
り
、
市
民
の
方
々
に

も
早
く
開
票
結
果
を
発
表

で
き
る
こ
と
と
思
っ
て
い

る
。

Ｑ
各
小
中
学
校
の
中
に

は
特
色
あ
る
教
育
に
取
り

組
み
、
教
育
効
果
を
上
げ

て
い
る
学
校
も
あ
る
。

①
　
子
ど
も
の
個
性
を
伸

ば
す
教
育
や
特
色
あ
る
学

校
づ
く
り
、
ま
た
、
ク
ラ

ブ
活
動
の
現
状
と
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
所
見

を
問
う
。

②
　
香
北
町
に
は
市
立
武

道
館
が
あ
る
。
こ
の
施
設

を
生
か
し
た
教
育
の
取
り

組
み
を
望
む
声
が
あ
る

が
、
剣
道
指
導
者
を
迎
え

る
方
策
を
問
う
。

原
教
育
長

Ａ
子
ど
も
の
実
態
や
地

域
性
を
生
か
し
た
特
色
あ

る
学
校
づ
く
り
に
取
り
組

ん
だ
結
果
、
保
護
者
や
地

域
の
人
々
に
も
特
色
は
明

ら
か
に
な
っ
て
き
た
と
思

う
。学

力
向
上
を
図
る
教

育
、
文
武
両
道
を
め
ざ
す

教
育
、
図
書
館
教
育
、
森

林
教
育
、
情
報
教
育
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
特
色
が
あ

る
。
ま
た
部
活
動
に
も
特

色
が
あ
る
。

部
活
動
（
ク
ラ
ブ
活
動
）
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原
教
育
長

Ａ
毎
月
一
回
開
催
さ
れ

る
園
長
会
で
は
、
保
育
運

営
上
必
要
な
事
項
を
話
し

合
っ
て
い
る
。

言
葉
遣
い
に
つ
い
て

は
、
基
本
的
に
は
「
呼
び

捨
て
」
は
し
な
い
よ
う
に

確
認
し
て
い
る
。
時
と
状

況
に
よ
る
と
思
う
が
、
相

手
を
大
切
に
思
う
心
が
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

歯
磨
き
習
慣
に
つ
い
て

は
、
子
ど
も
の
成
長
の
上

で
大
切
な
こ
と
で
あ
り
、

で
き
る
限
り
取
り
組
む
よ

う
に
促
し
て
い
る
。

ニ
ー
ズ
調
査
に
つ
い
て

は
、
園
長
会
で
話
し
合
い
、

各
園
で
話
し
合
い
を
も

ち
、
さ
ら
に
園
長
会
へ
か

け
て
い
る
。
行
政
懇
談
会

で
の
意
見
や
要
望
も
同
様

で
あ
る
。

就
学
前
教
育
の
充
実
は

市
の
大
き
な
課
題
で
あ

り
、
保
育
運
営
委
員
会
で

も
ご
意
見
を
伺
っ
て
い

る
。
保
育
士
と
教
職
員
の

合
同
研
修
や
園
長
と
校
長

の
合
同
会
の
開
催
な
ど
で

連
携
を
図
り
、
系
統
性
の

あ
る
子
育
て
を
進
め
て
行

き
た
い
。
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大
石
綏
子
議
員

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を

開票作業（中央公民館）

大栃中剣道部

選
挙
開
票
の
迅
速
化



Ｑ
新
生
香
美
市
が
発
足

し
て
一
年
が
経
過
し
た
今

日
、
行
政
と
市
民
と
の
対

話
不
足
で
は
な
い
か
。
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
・
問
題
等

の
発
生
が
予
測
さ
れ
な
が

ら
も
、
情
報
の
共
有
が
な

く
、
意
思
疎
通
が
図
ら
れ

て
い
な
い
。
支
所
別
行
政

連
絡
会
・
座
談
会
等
を
開

催
し
、
意
見
交
換
な
ど
を

行
い
、
住
民
と
対
話
、
信

頼
の
絆
を
持
つ
情
報
の
共

有
認
識
の
場
作
り
が
必

要
・
重
要
で
あ
る
と
思
う

が
、
そ
の
考
え
を
問
う
。

Ａ
合
併
後
一
年
を
振
り

返
っ
て
み
る
と
、
十
分
な

対
応
が
で
き
て
い
な
か
っ

た
事
も
あ
り
反
省
す
べ
き

み
づ
く
り
や
次
の
時
代
の

担
い
手
づ
く
り
が
重
要
で

あ
る
。
香
美
市
に
な
っ
た

現
在
、
意
識
し
て
行
政
を

進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
う
が
ど
う
か
。

④
　
庁
舎
建
設
費
総
額
三

十
億
円
が
住
民
間
で
一
人

歩
き
し
な
い
よ
う
、
住
民

に
正
確
な
情
報
提
供
が
必

要
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う

か
。

Ａ
答
申
内
容
は
本
県
の

少
子
高
齢
化
や
過
疎
化
の

進
行
、
ま
た
財
政
の
脆
弱

な
市
町
村
の
多
い
こ
と
な

ど
を
踏
ま
え
て
の
も
の
で

あ
り
、
国
の
地
方
分
権
の

推
進
や
道
州
制
移
行
へ
の

大
石
綏
子
議
員

Ｑ
「
自
主
的
な
市
町
村

の
合
併
の
推
進
に
関
す
る

構
想
」
に
つ
い
て
問
う
。

①
　
答
申
内
容
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
か
。

②
　
具
体
的
な
組
み
合
せ

と
し
て
、
南
国
市
・
香
南

市
・
香
美
市
で
広
域
行
政

の
拡
充
に
よ
る
連
携
を
強

化
す
る
。
ま
た
、
香
南

市
・
香
美
市
が
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
か
ら
、
新
法
期

限
後
三
市
で
広
域
合
併
を

目
指
す
。
と
あ
る
が
所
見

は
。

③
　
自
治
体
内
分
権
の
仕

組
み
づ
く
り
を
工
夫
す
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
住

民
の
協
力
、
協
働
の
仕
組

千
頭
洋
一
議
員

Ｑ
市
内
山
間
地
の
林
道
沿

い
の
斜
面
、
本
市
の
上
水

道
の
源
で
も
あ
る
物
部
川

支
流
等
に
空
き
缶
を
は
じ

め
家
庭
ご
み
、
洗
濯
機
や

ク
ー
ラ
ー
な
ど
の
家
電
製

品
、
農
業
資
材
等
が
大
量

に
不
法
投
棄
さ
れ
て
い
る
。

市
民
は
こ
れ
に
よ
り
汚
染

さ
れ
た
水
を
料
飲
し
て
い

る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
。
そ
の
現
状
は
目
を

覆
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
不
法
投
棄
ご
み
対

策
に
つ
い
て
の
見
解
を
問

う
。

も
、
様
々
な
課
題
や
問
題

点
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
情
報
の
共
有
を
図
っ
て

ゆ
く
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

今
後
も
で
き
る
限
り
地
域

に
出
向
き
、
市
民
の
意
見

や
声
に
耳
を
傾
け
る
行
政

の
姿
勢
を
心
が
け
て
行
く
。

十
九
年
度
は
春
の
行
政
連

絡
会
の
開
催
と
秋
に
香

北
・
物
部
地
区
に
お
い
て

支
所
事
業
と
し
て
行
政
連

絡
会
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

こ
と
も
多
い
。
ま
た
合
併

と
時
を
同
じ
く
し
て
国
の

制
度
改
革
な
ど
が
あ
り
、

市
民
の
期
待
に
十
分
に
応

え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
も

あ
る
。

住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化

の
中
で
民
意
を
市
政
に
反

映
さ
す
と
い
う
意
味
か
ら

取
り
組
み
を
受
け
、
自
治

体
の
再
編
は
今
後
も
進
ん

で
ゆ
く
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
。

合
併
を
す
で
に
行
っ
た

本
市
は
、
合
併
後
の
新
し

い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
今
す
ぐ
に
次

へ
と
の
思
い
に
は
至
ら
な

い
。
し
か
し
将
来
そ
う
し

た
流
れ
が
予
想
さ
れ
る
事

を
考
え
た
場
合
、
本
市
と

し
て
今
回
の
合
併
特
例
を

有
効
に
活
用
し
、
自
治
体

と
し
て
の
体
力
を
付
け
て

お
く
事
が
大
切
で
あ
る
。

ま
た
南
国
市
・
香
南
市

と
は
一
部
事
務
組
合
な
ど

を
通
じ
結
び
つ
き
は
強
い

の
で
今
後
も
広
域
的
な
取

り
組
み
が
で
き
る
間
柄
で

あ
る
。

今
後
の
住
民
と
の
協
力
、

協
働
の
仕
組
み
づ
く
り
に

つ
い
て
は
ま
ち
づ
く
り
の

主
役
は
行
政
か
ら
住
民
に

移
行
し
て
お
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

を
含
め
自
発
的
な
活
動
を

促
す
た
め
の
仕
組
み
づ
く

り
が
必
要
で
あ
る
。

庁
舎
建
設
に
つ
い
て
は

今
後
庁
舎
建
設
委
員
会
で

十
分
に
議
論
し
て
ゆ
く
。

ま
た
、
随
時
そ
の
状
況
は

市
民
へ
情
報
公
開
し
て
行

く
。

に
つ
い
て
は
、
教
科
、
部

活
動
、
生
徒
指
導
な
ど
の

面
を
考
慮
し
て
配
置
し
て

い
る
。
中
学
校
に
お
け
る

外
部
の
人
材
活
用
は
、
部

活
動
や
教
科
な
ど
の
面
か

ら
の
協
力
を
地
域
や
関
係

機
関
な
ど
に
お
願
い
し
た

い
。

は
、
四
校
の
中
学
校
と
も

独
自
に
活
発
に
活
動
し
た

り
、
学
校
間
交
流
を
図
っ

た
り
し
て
い
る
。

香
北
中
学
校
の
剣
道
部

に
つ
い
て
は
、
顧
問
の
熱

心
な
指
導
の
も
と
で
活
動

し
て
い
る
。

中
学
校
の
教
員
の
異
動
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ど

う

と

ら

え

る

広

域

行

政

こ

れ

は

ひ

ど

い

い

不
法
投
棄
ご
み
対
応
に
つ
い
て

阿
部
環
境
課
長

Ａ
不
法
投
棄
ご
み
対
策

は
、
行
政
も
頭
を
悩
ま
す

課
題
で
あ
る
。

廃
棄
物
の
不
法
投
棄
は
、

廃
棄
物
処
理
法
で
禁
止
さ

れ
て
い
る
。（
五
年
以
下
の

懲
役
若
し
く
は
一
千
万
円

以
下
の
罰
金
ま
た
は
こ
れ

の
併
科
）

ま
た
、
条
例
で
は
「
占

有
者
は
廃
棄
物
を
捨
て
ら

れ
な
い
よ
う
適
正
管
理
に

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
な
っ
て
い
る
。

公
共
施
設
や
個
人
の
土

地
、
建
物
等
の
敷
地
は
、



山
岡
義
一
議
員

Ｑ
宝
町
体
育
館
前
を
西

へ
、
山
田
保
育
園
西
側
を

南
へ
の
交
差
点
は
交
通
事

故
が
多
発
す
る
場
所
で
あ

る
。
こ
こ
へ
の
信
号
機
の

設
置
は
で
き
な
い
か
。

ま
た
、
宝
町
児
童
遊
園

地
前
の
交
差
点
の
停
止
線

管
理
委
員
会
の
決
定
を
覆

し
、
逆
転
裁
決
を
下
し
た
。

ま
た
、
当
選
者
の
票
の

中
に
別
の
当
選
者
の
票
が

混
入
す
る
と
い
う
開
票
ミ

ス
が
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と

の
責
任
は
、
き
わ
め
て
重

い
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ

う
に
感
じ
、
そ
の
責
任
を

ど
の
よ
う
に
負
う
の
か
聞

く
。

松
尾
選
挙
管
理
委
員
長

Ａ
投
票
の
有
効
・
無
効

の
判
断
は
投
票
の
秘
密
主

義
と
い
う
大
前
提
に
よ
り
、

本
人
の
意
思
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
以
上
、

法
令
や
判
例
の
み
な
ら
ず
、

い
ろ
い
ろ
な
状
況
を
踏
ま

え
た
う
え
で
客
観
的
に
判

断
す
る
も
の
だ
。
確
定
的

な
答
え
が
無
い
た
め
、
市

の
判
断
が
間
違
い
で
県
選

管
が
正
し
い
と
い
う
事
で

は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら

上
級
機
関
で
あ
る
県
選
管

の
裁
決
の
趣
旨
は
当
然
尊

重
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
裁
決
に
沿
う
よ
う
に

処
置
を
行
う
の
が
市
選
管

Ｑ
平
成
十
八
年
九
月
十

日
執
行
の
香
美
市
議
会
議

員
選
挙
の
開
票
結
果
に
つ

い
て
、
高
知
県
選
挙
管
理

委
員
会
は
、
香
美
市
選
挙

へ
止
ま
れ
の
表
示
は
で
き

な
い
か
聞
く
。

田
中
防
災
対
策
課
長

Ａ
宝
町
体
育
館
を
西
へ
、

山
田
保
育
園
西
側
を
南
へ

の
交
差
点
は
交
通
事
故
が

非
常
に
多
い
箇
所
で
、
地

域
や
、「
香
美
市
交
通
安

全
母
の
会
」
に
よ
り
危
険

箇
所
地
と
し
て
チ
ェ
ッ
ク

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
十
七

年
六
月
議
会
で
指
摘
さ
れ

対
処
し
て
き
た
結
果
、
規

制
表
示
や
標
識
、
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
等
改
善
さ
れ
た
。

し
か
し
、
東
西
・
南
北
と

も
道
幅
が
広
く
速
度
が
出

や
す
い
こ
と
、
交
通
ル
ー

ル
マ
ナ
ー
の
問
題
も
あ

り
、
交
通
事
故
解
消
に
は

至
っ
て
い
な
い
。
十
九
年

二
月
に
、
信
号
機
設
置
等

交
通
安
全
施
設
設
置
要
望

書
が
提
出
さ
れ
、
香
美
警

察
署
長
へ
、
設
置
を
強
く

要
望
し
て
い
る
。

宝
町
児
童
公
園
前
の
交

差
点
に
は
、
点
滅
信
号
機

が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

「
止
ま
れ
」
の
表
示
は
な

い
と
の
事
で
あ
る
。

の
役
割
だ
。

ま
た
混
入
票
の
件
に
つ

い
て
は
、
選
挙
管
理
委
員

会
と
し
て
反
省
す
べ
き
と

こ
ろ
だ
。
開
票
作
業
の
点

検
を
行
い
、
そ
の
改
善
策

を
検
討
し
、
次
回
の
選
挙

に
活
か
し
て
い
く
。
本
市

と
し
て
、
よ
り
よ
い
管
理

執
行
を
行
い
職
責
を
ま
っ

と
う
し
た
い
。
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岡
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不
法
投
棄
の
現
場
（
香
北
町
永
野
）

不
法
投
棄
さ
れ
な
い
よ
う

十
分
管
理
し
て
も
ら
い
た

い
。市

で
は
不
法
投
棄
ご
み

の
処
理
は
、
土
地
等
の
管

理
者
の
責
任
に
お
い
て
対

処
す
る
こ
と
を
原
則
と
し

て
い
る
が
、
相
談
に
も
応

じ
て
い
る
。

不
法
投
棄
の
現
場
や
不

法
投
棄
を
発
見
し
た
場
合

は
、
警
察
署
や
環
境
課
、

各
支
所
に
知
ら
せ
て
も
ら

い
た
い
。

不
法
投
棄
防
止
等
、
住

民
の
モ
ラ
ル
の
向
上
に
つ

い
て
、
今
後
も
広
報
等
で

啓
発
を
し
て
い
き
た
い
。

山
田
保
育
園
西
側
交
差
点
へ

信

号

機

の

設

置

を


